
霧消火装置の研究田仲

1. rましがE""

密閉構造物内約

J漫/)効果的であと¥t寸叩

Wljから明らか立j¥)

しかしニの民

空間iの全主主に 5ドY-H

効県をやげることはでき〈よいの

ぺ、つ/i.J]1， (，汁Irで使用Lている各椅噴霧放!ぶ;::;J1[
は，これらすべてを満足できるものは見当九包い。

た，このような火災現場では，糠煙あるいゆt!山.t~S~~ こ

よ 3 て人力保持による飲水ではさらにその効身~Ji ~減殺

命日間鍔牧水が

へ1シ:の:J、

人の杭'H宇を '~::~t宅

UJ'充分な

されるものと思われる。

そこでこのよろ

充分に発陣でき

能率化をl羽るもめ

2. 

!)効!足を

火活動の

笑E鮫罰は噴s緩露を}j股A汝i士!プ計出;
fおうよぴ二jれL L'】を快眠し…正幸暴動寸ゐ台 Iliの三4つの，.~~分か

ら公ってし、る。

第 l図 台車に般職したた量噴霧消火装置

I 本体部

本体部は銅製枠組の上回に三口集水器からノズノLへ
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第2図 芝持台(/)uこ綾織し允大賞噴急iI'j火hlft

ァドまでの-1か勺ご点、戸 ごめ泌!}:J ~こは IJII ，ti(タ

ンク充水用分以れよが 1，llifWfl: /しプ.放!J(別問

|思1ハノレプ，脱出むよワふ(rI1)11汁綴と♂〉棟作機構が

ある。

ノスノし{似土問艇綾子を介して|斗・管があり，各官の

先端は前方に 90。樹げてあり，それぞれの先にノズル

ヘ y ドが結合されている。

みノスルヘッドは 0。から45。までのEi:;f:‘の偏向角度

に同定でき， このi話術角度を与えることによって放水

以)Jの作加により十字管がl回転するものである。

1<;]転継手およジの外には 3 こ才Lら回転却の

回l転に際して

付けてある。

総辞3ドラムが取

])作用により

バふ仰ができ回転ハン

るようになってとレ

自主回用管:継手の上部には圧力計(最高指示圧力25

kgjcm2) が取付けてあって.放水時のノズノレ圧力が測

定できる。
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主枠の首Ii部および後部l乃牝水務上勝コム搬送およ

がおi立て等のtiNヤ
げてある。

らしめるためのハンドルが取

:.d;， .+;体uIj{r;iJぶには 2ケの小車料点、;みじζされてお

り， .~J年内を使用せず必要に~L; じて jiJc.水の iîíj後に移動

することを Iljf危にしてL、る。

但し， この J.t~a"は子け?な保持方法会考えねば伝らな

支持台く織機タンク)

7th;は股水時の反動力をお~ ;~安笈放水を行なう

ために本体i却を支持するものであって，枠組は 30問。
鋼官dとれ形1:組合せて熔絞Lたものである.

Hlfi.J:.端部の州以に主主，本体郎の粋綴かi忍定する

まみ碕があって配信ねじをご絡めることに上って i訴に固定

ることがで主会。

きたJ';¥'fo'内却には台形で上部附牧 Jj'Jの布製総議タンク

があり， タンクに縫付けてある尾錠により支持台枠組

1- 宵 ~))t :~'d、l け!\れろ担金備になっていろ α

ガu遥:タンク!，そト訟にはl勾径30悶殺し主性b、あ

て，収納HJfド総ホずることができる。

3. 台車

台車は当庁の普通ポンヲー自動中の積敏ホースカーと

同一車輸の~，ので，本体部および支持会を績激して綜

おに移動できると「むに，そのままぶンブ自効車に積

して運則でうとも上うに考慮.して製作しfこものであ

台車のlfu跡には本体部を積載Lさらに主枠を出l定す

るためのガイドレー/レおよび悶定装1震がある。また，
d里行用のハン V川支示。ソプ自動車に黙殺する場合を考

して折曲げ式 Jしなっている。

試作装置の諸

本体部

(1)全 長 1. 340mm 

(2) 全 915mm 

(3) 全 L叙

(4) 全重量 167ゐ

(5) ふ仰角度 ふ角，仰角70'

(6) 旋回角度 1，:右各30。

(7) 主省2路内容 75mmφ 

(8) 流水路樹内)J 2む句、間三よ、

(9) 集水 別mmlHtねじi向i-μ，立I上弁付

(1団 !噴霧ノスノレヘッド 11阻

(11) ノズル凶転半径

2 支持台

枠組

(1)全

300mm 

上部830問 ート昔日1.2∞胴

(2) 全 幅 上部780mm，下部L∞0胴
r~五 田

{紛 争燥Ikf君主最( アを含む〉 祉g

ンク

(l)個 数 1個

(2) 脊 J伊~: 330 A 

(3)H 質 ピニ円/長紘維I，I'J耐ア〆"ソグス
1氏招iゴムーピ ト

車

(1)形 式 ホースカ一式

(2) 全 長 l，OOOmm 

(3) 全 中高 1. 1∞mm 
出I 沼田

11，1)殻!数股 戦初動式，ハン i キ

4 実験結果

試作完成iも性能実験を行なっこ，つぎのような結

?を?りた q

議置取付所要続分

l15 r;によ tJj f l' jドから装憶をおん，台

の上に本体 f日;を耳;~H けるまでおよび組立て f二業債を分

解Lてをf恥二村I.I'trるまでの所安A.'r分をmll定した。

そのが， 'Æ~Ii')ぎ乃とおりであるの

第l'表弘 ドJ1 ~li! 11存分111，11冠付担

ト再?弓 おi J~l 
←ー

50 秒 1 分 43 秒

2 ，18 砂 2 分 02 秒

λ仙台に~ 日j:， J~主まないυ

ふ仰，旋回操作

ふ何1，)j;と{邑l)fjf重bハンド"によりふ1'[11角度。。←→70"

および政1~lflllll，左 30←→O。←→右30" の傑作を行な

った紡県，所要時分はつぎのとおりであった。

( 43与
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第3表 即時分i1!l1定払

すスト寄り左
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3 加重タンク充水所要時分

大型ぶンソ:1¥'1:ぞ?言明 1小!嫁〉丹、()1i5mmホース 1本4

線を延長結合しごを で山日/ιm2送水 L，充

水コソクを|別ぷし℃か》加点タンクパ満水するまでの

所要lli'i分は37:{タ

なお.充水パ

4 放水量測球試験

φである。

装置のノスrノレへ'/F 1 j民主以ジ以ずし，ボンフ車か

ら65mmホース 1線を延長してこのノスノレを結fz，さら

にノズノレ基部には計回総用煤介金具を朋いてFUJiilを取

付け， ノズノレ部を 2人で保持してまt:l:タンクにi1水し
各ノスノL圧力における 1分間の放本灘を測定した。

その結果は第31ヨのとおりである.

第3関 税課/プ('IL< t殺すく翌月灼線
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5. 放水反力対総試験

本袋慰を穏除jコンア 1) λょにi必:泣してー大型ポン

プ車から65mm，r;守 1ぶ4主主総結合し，放水仰角

0" (水平〉でiJxゅよを行なった結栄，ポンプの送水能力
松山1限界でも装置は安定であった。

実験計画ではポンプ庄力を徐々にあげ.放水圧力に

よって装侭本体が移動しはじめるときのノズル圧力を

測定する予定であったが.鴨署涯のとおり装置が移動す

るまでにL、たらず放水以力に対する安全限界を知るこ

ιはできなか勺t:"
実験の結果村総 り

第ヰ

テスト番号|ホン

2 

3 

放タ!λ 対応試験結果

状

安:

況

定

14 

14 

※使用水利は河水.都議3.6m

6. 放水射程

令善寺/プC/L"烈力、"Itz ，1て方|心JtこI('Jっ-c5 mごとに照石
、保わ目 ノズル偏1~'1 角度

む“ ~. ) ~こノズノl-B:}J 5. 7， 9k買

い然観測および写真撮彩によりり

りである。

第5表欣水射程浪1];，正結果

ス ノレ H: JJ 
1MI;峨 5 kgJcm2 1-7 kgfcm2 五kg

m 14 m 55 m 

m 39 m:  47 m 

m I 37 m I 45 m 

とう十繍状況

己!日、子にl賞者葬の展開度と11賞誠心弘、ふ

れが什て総察した g

の枝問状況は幅 5~6mの流民

/ズル打力やfh，“'1的!支を変えてもり刊十!

角度にあまり筋書評は認められず慨ね e定であった.

噴霧の分布状況については， {1~/(げfll支0"V)U)， 命線開

幅の中心部が外側に比べてか公り波く与っているが，

偏向角度を15。あるL、は300(こしてノスノしを|川|転させて

放水した場合は噴霧は平均化され，全成にむらと'-く分

yや

布している ζとが総められたo

e 
/スノ転数は皆殺高出部の構造上普通の[円1車バ

いので，特殊な簡易'IJI取れi

!な300，ノズノレ圧力6kgJcm2 ~ 

であったa

9. 装置の重量

告義組各部の重量を草野定した粘j!:はつぎのとおりであ

った。

(1) 本体部〈乾燥時〉 165kg 

(2) 本体部〈放水時〉 180kg 

(3) 支持台，加重タンク(乾燥Hわ 26kg 

:; (満水時〉 350kg 

87kg 

ヰこ絞載して搬送する場合の絞

方11重タンクに充水してがf水

〈放水反力をおさえる

。)

5. 考察

1. 放水準備操作について

( 44 ) 



放水準備操作は簡単で迅速にできることが安求され

るが.実験的結果か丸事金持めxn::l¥ トースの結合.加
重タンク必ずとすくYはど命j畿の欲作は 3 単純な燥作により

年半易にかつ総時間に行7与える二 Jがわかった。

2. .b.、仰.

試作装E芝山目立， ふ仰蓄し機駄にず必ハンドノレ操作方

式を採用 Lたのつで作動仁子仰がかかる傾向にあるが，

w喫性に儀礼""(いゐふとが必めらjした。
しかし今後実用化の段階においては，自動式また

は逃漏操作方式の採用について機器せの袋があるものと

忠われる。

3. 放水性能について

放水射程は最高55mを記録し.噴霧放水としては非

常に長射容を得らt1.Q士号がわかーゥ介。なお， ノズノレ

偏向角度校時¥あみいはこすみ土偏向角度の増大

』こLtこが した。

噴霧のお山角攻 /λル偏向角度を

30。以上に

噴霧の分布につい「こはふえん嬬角度をつけてノ

ズルを回転さー誌ながらぷぷJると漬泌が平均に務 Fし

ていることがわかった。

放水量は最高4.0001fminの能力を有するが，これは

普通ポンプ車3台程度で送水すれば充分その最高能力

を発悔することができる。またむやみに放水量の増大

をl割っても運用上支障を来す結果にもなるので，現在

程度の性能が適当と思われる。

なお，

ては適応し

「排煙性能につい

充分に把握すること

が必要であるので.引統き試験研究を行なう計画であ

る。

4. 機議につい

で. ~ 

強力紋本

りつ仁がめ噴霧を紋射するもの

一つである。

紋水2持具を何らかの方

訟で.tfu必!こ問注しをえ/ト反ブフにお;える必要があり，そ

のため試作機℃は織域防は℃さやだけ軽鷺:にする反面i

放水時は加建タンクに充水して重却を増加L.本体と
加重タンタの重量のみによって固定する方法ま採用し

た。

また.現在の構造では一旦組立を終了してからの移

動が凶難である。

以J

いて*11ト仁

2露政ホ
特徴と

人事t噴霧消火装僚につ

絞水機構自体これまでの噴

イノレのもので， その

を入力保t約こよらず
またj也説i絡を斗函lとするよとなし長射線で広範聞に平

均に放射できることであり，充分その効果が認、められ

しかしながら，構造その他，まだ若干の改良を要す

る点も見受けられ，また，喰.消火を行なう場合のI費

税*，，[子の大きさについては問題点の多いところであり

これら以令後の継続研究によって究明L.より効果的

な噴終的 しfニし、と思う次第であ

る。
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